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の
利
用
者
に
通
知
す
る
予
定

。

理
部
の
通
知
を
待

っ
て
河
川
敷
地
の

等
の
減
免
事
務
に
つ
い
て

、
建
設
管
理
部
と
今
後
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

　
農
業
委
員
会
で
は

、
河
川
占
用
料
等
減
免
事
務
に
つ
い
て

、
建
設
管
理
部
と
今
後
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

。

復
旧
事
業
を
基
に

、
速
や
か
な
復
旧
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

。

全
容
を
調
査

。
平
成
２
６
年
の
災
害
復
旧
事
業
を
基
に

、
速
や
か
な
復
旧
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

。

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
ど
と
連
携
し

、
被
害
の
全
容
を
調
査
す
る
と
と
も
に

、
そ
の
対
応
を
進
め
た

。

　
村
は

、
Ｊ
Ａ
・
土
地
改
良
区
・
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
だ

。

の
損
壊
等
が
あ
り

、
浸
冠
水
は
3
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
見
込
み

。

　
こ
の
他
に
も

、
頭
首
工
や
用
水
路
の
損
壊

、
浸
冠
水
は
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
見
込
み

。

し
た

。

隣
接
す
る
圃
場
の
畦
畔
が
多
数
欠
落
し
た

。

オ
タ
コ
シ
ベ
ツ
川
の
氾
濫
に
よ
り

、
河
川
に
隣
接
す
る
圃
場
が
欠
落
し
た

。

も
山
林
の
斜
面
が
崩
落

。
風
連
別
川

、
オ
タ
コ
シ
ベ
ツ
川
の
氾
濫
に
よ
り

、
河
川
に
隣
接
す
る
圃
場
が
欠
落
し
た

。

　
北
明
里
の
長
谷
川
農
場
の
圃
場
で
も
山
林
の
斜
面
が
崩
落
し

、
水
田
に
土
砂
が
流
入
威

🅂

タ

な
被
害
を
及
ぼ
し
た

。

を
1
日
で
上
回
り

、
農
地
に
も
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た

。

達
し

、
8
月
ひ
と
月
の
平
均
降
水
量
を
１
日
で
上
回

っ
た

。

　
１
日
の
降
水
量
が
1
5
7
ミ
リ
に
達
し

、
8
月
の
平
均
降
水
量
を
1
日
で
上
回

っ
た

。

響
で
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た

。

か
く
湿

っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん
だ
影
響
で
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た

。

朝
に
か
け
て

、
前
線
に
向
か

っ
て
温
か

っ
く
湿

っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん
だ
影
響
で
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た

。

　
初
山
別
村
で
は
8
月
8
～
1
0
日
朝
に
か
け
て

、
前
線
に
向
か

っ
て
温
か

っ
く
湿

っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん
だ
影
響
で
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た

。

斜面が崩落し、収穫前の春小麦に土砂が流入～㈱錦秋の圃場（共成地区）

-　２　-

観
測
史
上
初
の
大
雨
で
農
地
が
悲
鳴
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さ
れ
た

。

市
の
中
原
耕
治
会
長
が
理
事
に
選
任

さ
れ
ま
し
た

。

　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は

、
留
萌

市
中
原
耕
治
会
長
が
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た

。

時
間
内
に
審
議
を
終
え
た

。

案
ど
お
り
決
定
・
承
認
さ
れ

、
予
定

時
間
内
に
審
議
を
終
え
た

。

長
に
指
名

。
提
案
さ
れ
た
議
案
は
原

案
ど
お
り
決
定
・
承
認
さ
れ

、
予
定

時
間
内
に
審
議
を
終
え
た

。

　
多
田
会
長
か
ら

、
立
田
会
長
を
議

長
と
し
て
指
名
さ
れ

、
円
滑
な
議
事

運
営
を
行
い

、
予
定
の
時
間
内
に
審

議
を
終
え
た

。

い
く

。

」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た

。

声
を
上
げ

、
必
要
な
対
策
を
求
め
て

い
く

。

」
と
あ
い
さ
つ

。

機
関
・
団
体
と
連
携
し
農
村
現
場
の

声
を
上
げ
必
要
な
対
策
を
求
め
て
い

く

。

」
と
あ
い
さ
つ

。

価
高
騰
対
策
が
求
め
ら
れ
る

。
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
農
村
現
場
の

声
を
上
げ
必
要
な
対
策
を
求
め
て
い

く

。

」
と
あ
い
さ
つ

。

が

「
肥
料
・
飼
料
・
燃
料
な
ど
の
物

価
高
騰
対
策
が
求
め
ら
れ
る

。
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
農
村
現
場
の

声
を
上
げ
必
要
な
対
策
を
求
め
て
い

く

。

」
と
あ
い
さ
つ

。

　
開
会
に
あ
た
り

、
多
田
正
光
会
長

が

「
肥
料
・
飼
料
・
燃
料
な
ど
の
物

価
高
騰
対
策
が
求
め
ら
れ
る

。
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
農
村
現
場
の

声
を
上
げ
必
要
な
対
策
を
求
め
て
い

く

。

」
と
あ
い
さ
つ

。

が
出
席

。

が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

、
3
0
5
名

が
出
席
し
原
案
ど
お
り
決
定
・
承
認

さ
れ
ま
し
た

。

　
北
海
道
農
業
会
議
第
9
3
回
総
会

が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

、
3
0
5
名

が
出
席
し
原
案
ど
お
り
決
定
・
承
認

さ
れ
ま
し
た

。

が
贈
呈
さ
れ
た

。

人
さ
ん

（
3
1
字
明
里

）
に
認
定
証

が さ
ん

（
3
3
字
初
山
別

）
、
秋
山
直

人
さ
ん

（
3
1
字
明
里

）
の
3
人
を

認
定

。

さ
ん

（
4
1
字
有
明

）
、
木
村
卓
也

（
3
3

）
、
秋
山
直
人

（
3
1

）
の

3
人
を
認
定

。

て
活
躍
す
る
農
業
士
の
長
谷
川
雄
平

さ
ん

（
4
1

）
、
木
村
卓
也

（
3
3

）
、
秋
山
直
人

（
3
1

）
の

3
人
を
認
定

。

認
定
さ
れ
た

。
農
業
の
担
い
手
と
し

て
活
動
す
る
農
業
士
に

、
長
谷
川
雄

平

（
4
1

）
、
木
村
卓
也

（
3
3

）
、
秋
山
直
人

（
3
1

）
の

3
人
を
認
定

。

長
坂
幸
弥
さ
ん

（
4
5
字
明
里

）
が

認
定

。

助
言
・
協
力
を
行
う
指
導
農
業
士
に

長
坂
幸
弥
さ
ん

（
４
３

）
字
明
里
を

認
定

。

　
ま
た
地
域
農
業
の
振
興
に
対
す
る

助
言
・
協
力
を
行
う
優
れ
た
農
業
者

の
活
動
を
支
援
す
る
指
導
農
業
士
に

長
坂
幸
弥
さ
ん

（
４
４

）
字
明
里
を

認
定

。

事
感
謝
状
が

、
伝
達
さ
れ
た

。

坂
栄
一
さ
ん

（
6
6
字
明
里

）
に
知

事
感
謝
状
が

、
そ
れ
ぞ
れ
留
萌
振
興

局
長
か
ら

　
永
年

、
指
導
農
業
士
を
務
め
る
長

坂
栄
一
さ
ん

（
6
5

）

予
定
し
て
い
る

。

験

。
次
回
は
カ
ボ
チ
ャ
収
穫
体
験
を
予
定

。

た

(

笑

)

」
と
生
物
界
の
輪
廻
を
体
験

。

カ
ラ
ス
に
食
べ
ら
れ
頭
だ
け
残

っ
て
た

」

ギ
が
可
愛
か

っ
た

」
「
カ
ブ
ト
虫
が
カ
ラ
ス
に
食
わ
れ
て
頭
だ
け
あ

っ
た

」

ふ
わ
で
気
持
ち
良
か

っ
た

」
「
ウ
サ
ギ
が
可
愛
か

っ
た

」

楽
し
か

っ
た

」
「
動
物
の
毛
が
ふ
わ
ふ
わ
で
気
持
ち
良
か

っ
た

」
「
え
さ
や
り
が
楽
し
か

っ
た

。
ウ
サ
ギ
が
可
愛
か

っ
た

。

」

た
花
畑
が
き
れ
い

」
「
馬
に
乗
れ
て
楽
し
か

っ
た

っ
た

」
「
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗

っ
て
見
た
花
畑
が
き
れ
い
だ

っ
た

」

い

」
「
ヤ
ギ
の
エ
サ
や
り
が
楽
し
か

っ
た

。

」

「
ノ
ロ
ッ
コ
号
で
見
た
花
畑
が
き
れ
い

」
「
ヤ
ギ
の
エ
サ
や
り
が
楽
し
か

っ
た

。

」

に
１
２
名
が
参
加
し
た

。

い
牧
場
の

「
ふ
れ
あ
い
体
験
事
業

」
に
8
名
が
参
加
し
ま
し
た

。

美
瑛
町
フ
ァ
ー
ム
ズ
千
代
田
ふ
れ
あ
い
牧
場
を
訪
れ

、

フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
大
家
貴
代

）
は

、
美
瑛
町

「
フ
ァ
ー
ム
ズ
千
代
田
ふ
れ
あ
い
牧
場

」
を
訪
れ

、
ぬ
れ
あ
い
体
験
事
業
に
1
0
名
が
参
加
し
ま
し
た

。

　
農
業
み
ら
い
開
拓
ク
ラ
ブ

（
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
大
家
貴
代

）
は

、
美
瑛
町

「
フ
ァ
ー
ム
ズ
千
代
田
ふ
れ
あ
い
牧
場

」
を
訪
れ

、
ぬ
れ
あ
い
体
験
事
業
に
1
1
名
が
参
加
し
ま
し
た

。

か
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

　
学
校
祭
で
ど
ん
な
発
表
に
な
る
か
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

も
し
い
礼
状
が
届
い
た

。

が
で
き
る
か
考
え
た
い

。

」
と
頼

も
し
い

農
業
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
何

が
で
き
る
か
考
え
た
い

。

」
と
頼

も
し
い
礼
状
が
届
き
ま
し
た

。

戸
数
の
減
少
が
わ
か

っ
た

。
村
の

農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

た
め
何
が
で
き
る
か
考
え
た

い

。

」
と
頼
も
し
い
礼
状
が
届
き

ま
し
た

。

　
本
間
隆
介
君
か
ら
は

、

「
農
家

戸
数
の
減
少
が
わ
か

っ
た

。
村
の

農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

た
め
何
が
で
き
る
か
考
え
た

い

。

」
と
頼
も
し
い
礼
状
が
届
き

ま
し
た

。

川
係
長
が
対
応
し
た

。

名
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
訪
れ

、
笠

川
仁
係
長
が
対
応
し
た

。

　
秦
野
・
三
原
教
諭
と
1
年
生
5

名
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
訪
れ

、
笠

川
仁
係
長
が
対
応
し
た

。

聞
き
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

業
・
自
然

」
を
テ
ー
マ
に
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た

。

校
長

）
の
総
合
学
習
が

、

「
農

業
・
自
然

」
を
テ
ー
マ
に
調
べ
学

習
と
し
て
役
場
で
行
わ
れ
ま
し

た

。

 
初
山
別
中
学
校

（
嶋
本
佳
世
子

校
長

）
の
総
合
学
習
が

、

「
農

業
・
自
然

」
を
テ
ー
マ
に
調
べ
学

習
と
し
て
役
場
で
行
わ
れ
ま
し

た

。

-　３　-

初
山
別
中
学
校

総
合
学
習

議長　立田幸男会長

農
業
み
ら
い

開
拓
事
業

北
海
道
農
業

会
議
総
会

北
海
道
知
事

感
謝
状
贈
呈

指

導

農

業

士

・

農

業

士

認

定

証

贈

呈
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水田 畑 水田 畑 水田

3 7,750 1,500 10,000 1,500 5,000

4 7,800 1,400 11,000 1,600 無償

3 8,000 - 10,000 - 5,000

4 5,200 - 10,000 - 3,500

3 9,200 2,500 12,000 2,500 7,000

4 8,500 1,500 12,000 3,800 5,000

3 10,000 1,900 10,000 3,000 10,000

4 7,500 1,800 10,000 3,000 1,400

全村平均 4 7,800 1,700 12,000 3,800 0

◇　将来の年金額の試算～運用利回り2.5％の場合

本人負担 国庫補助 合計

1655万円 172% 男

1728万円 180% 女

854万円 142% 男

897万円 150% 女

-

納付額

との比較
性別

　
遊
休
農
地
や
違
反
転

用
の
発
生
防
止
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め

、
今
年
も
1
0

月
に
農
地
を
回
る
予
定

で
す

。

納付期間加入年齢
保険料納付総額 年金受給

総額

-　４　-

共成
大沢

　
初
山
別
村
は
牛
乳

消
費
拡
大
に
賛
同
し

ま
す

。

1,200

1,200

300

744万円

528万円

216万円

72万円

〇「賃借料情報」とは、年度毎の賃貸価格の平均額を算出したものです。

〒
0

7
8

-4
4

9
2

　
北

海
道

初
山

別
村

字
初

山
別

9
6

番
地

1

※賃貸や売買に係る事務（農用地利用集積等促進計画）は、これまで村が行っていました。令和５年度
からは、農地バンク（北海道農業公社）に事務（農用地利用集積計画）が移行し、手数料の発生が予定
されています。賃貸・売買を予定される方は、早めのご相談をお願いいたします。～　農林畜産係

20歳 40年 960万円

35歳 25年 600万円

①保険料は国庫補助を受け、2万円で固定。②平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92.0歳で算
定。③納付額は国庫補助を受けたものを算入。

 
春
か
ら

、
佐
古
さ
ん

（
字
千
代
田

）
の
圃
場

で
育
て
て
き
た

「
農
楽

校

」
の
イ
モ
堀
り
に

、

6
組
の
親
子
が
参
加
し

ま
し
た

。

　
収
穫
後
は

、
交
流
セ

ン
タ
ー
で
酪
農
体
験

（
乳
し
ぼ
り

）
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た

。

〇
農
楽
校
は
中
山
間
事

業
で
行
い
ま
し
た

。

（
代
表
岩
井
明
彦

）

2,500

畑

1,500

600

-

℡
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1
6

4
-6

7
-2

2
1

1
 fa

x
6

7
-2

2
9

8

　　賃貸料金は、この情報を参考に双方が協議して決めてください。

地区 年度
平均額 最高額 最低額

有明
栄

千代田
初山別

明里
豊岬

２
０

２
２

：
令

和
４

年
９

月

・地区毎の賃貸価格を件数で割り、１００円未満を四捨五入しています。賃貸事例がないものは、「-」で
表示しています。

・賃貸価格の傾向は、水田活用の直接支払交付金（いわゆる、転作補助金）の見直しにより、先行きの
不透明感があり下落傾向にあります。

300

初
山
別
村
農
業
委
員
会
だ
よ
り

□  農地の賃借料情報について  □

農業者年金一口メモ

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

表
紙
か
ら


